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「人口減少問題対策」にかかる職員提案＜再精査＞ 

所属 総務部まちづくりグループ 計画担当 森久保 

 

事業名称 まご育応援事業（仮） 

目 的 

未就学児のいる共働き世帯の子育てをサポートするため、町外にいる祖父母又は娘息子夫婦を美

幌町内へ移住を促し、３世代が近くで又は同居して暮らすことで、保育料や子育ての精神的・肉体

的負担が解消されると共に、孫と祖父母が触れあう機会を増やすことで、双方にとって健全な心と

成長をすることが可能となる。 

 移住による人口増、祖父母の健康寿命増進、共働きによる経済の活性化が見込める。 

事業主体 美幌町 

対象者 

①美幌町内に居住する未就学児世帯で、町外に祖父母がいる者 

②美幌町内に居住する祖父母で、町外に未就学児を育成する娘息子世帯がいる者 

 

（未就学児世帯と限定した理由） 

 美幌町子ども・子育て支援計画を策定する際に調査したアンケート結果により、「就学前」の母親

は「現在就労していない」が「43.5％」と最も多かったが、「就学後」は「フルタイム52.4％」、「パ

ート・アルバイト42.9％」と就労実績が伸びている。 

 このことから、「就学前」の子ども世帯については、母親が働こうと思っても難しい状況にあると

思われるので、「未就学児世帯」とした。 

内 容 

［補助要件］ 

・町内の工務店を利用すること。 

・町税等を滞納していないこと。 

・事業実施後、三世代同居又は近居が確認できること。 

・美幌町産材活用促進事業との併用可能。（ただし、補助対象経費から除く） 

①同居用住宅のリフォーム 

②同居用住宅の購入や新築 

③近居用住宅（美幌町内であればＯＫ）の購入や新築 

 

［補助対象経費］ 

・三世帯に対応した（キッチン、浴室、トイレ、玄関などの増改築を想定）リフォーム費 

・中古住宅購入費及び新築費 

 

［補助金額］ 

□1同居用住宅のリフォーム・同居用住宅の新築・近居用住宅の新築 

・対象経費の３分の２の補助率で、上限を２００万円。 

 

□2同居用中古住宅の購入・近居用中古住宅の購入 

 ・購入費用の３分の２の補助率で、上限を１００万円。 

 

□3同居用中古住宅購入＋同居用リフォーム 

 ・対象経費の３分の２の補助率で、上限を２００万円。 

予算額 

［２９年度］１,５００万円 

年間８組想定 

２００万円×４軒＝８００ 

１００万円×２軒＝３００ 

２００万円×２軒＝４００ 

［３０年度］１,８００万円 

年間１０組想定 

２００万円×５軒＝１,０００ 

１００万円×２軒＝２００ 

２００万円×３軒＝６００ 

［３１年度］１,８００万円 

年間１０組想定 

２００万円×５軒＝１,０００ 

１００万円×２軒＝２００ 

２００万円×３軒＝６００ 
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備考 

住宅リフォーム促進事業Ｈ２７実績 １３４軒  

町産材利用促進事業Ｈ２７実績 １７軒 

（０～６歳児養育世帯５６３世帯） 

指 標 
移住者 

１６人 

移住者 

２０人 

移住者 

２０人 

 


